
暑い日が続いていますが、いかがお過ごしでしょうか？ 
今月の健康管理センター便りは、“健康診断の読み方”についてです。６月に行われた健康診断の結果が、 
お手元に届いているかと思います。一喜一憂された方もいらっしゃるかもしれませんが、今一度健診結果の 
読み方を確認し、健康な体を作りましょう。 

肝機能 
肝臓の検査項目には、AST(GOT)、ALT(GPT)、
γGTPがあります。 

これらの数値は、肝臓がダメージを受けることで、
肝臓に存在する酵素が血液中に漏れ出した数で
す。数値が多ければそれだけ、肝臓がダメージを
受けています。 
 

痛風 
 
 
尿酸値は、痛風の原因として知られていますが、体に
与える影響は痛風だけではありません。 

「痛風発作が出ないから大丈夫」と、尿酸値が高い状
態を放置することで、腎臓に負担がかかり腎機能障
害や動脈硬化を促進します。 

糖尿病 
血液には、糖分は必ず含まれています。しかし、何ら
かの原因で、血液中の糖分が異常に増加している状
態が糖尿病です。 
 
 
 
 

血糖値が高い状態を放置することで、血管が傷つき、
視力の低下(糖尿病網膜症)、腎臓の機能障害(糖尿
病腎症)、神経が傷つく (糖尿病神経障害)など様々

な病気が起こります。重症になると人工透析や四肢
の切断が必要な場合があります。 

高血圧、異常脂質症、肥満がある人は、糖尿病の症
状が悪化しやすいので注意が必要です。 
 

 

脂質 
血液中の脂質の検査項目には、中性脂肪、LDLコレス
テロール、HDLコレステロールがあります。 
LDLコレステロールは、“悪玉コレステロール”と、呼ば
れており血中脂質の中でも注意が必要な脂質です。 
 

身体測定 
肥満とは「体のなかに脂肪が過剰に蓄積した状態」のことです。BMI(体格指数)にて、身
長に見合った体重かを判定しています。 
 

肥満は、高血圧・糖尿病・脂質異常症・動脈硬化・心臓疾患・高尿酸血症など様々
な病気の原因です。 
体重が右肩上がりの方、血圧・血糖値・血中脂質の数値が上がってきていませんか？ 
気になる方は、まず体重を減らしましょう！ 

※BMIが基準値内でも、20歳の時から10㎏以上体重が増加している方は、注意が必要です 

 

・AST(GOT)：40以上 
・ALT(GPT)：40以上 
・γGTP：男性70以上 
      女性30以上 

肝臓検査の数値が高いままの方は… 

急性肝炎、アルコール性肝炎、肝硬変、 
肝臓がんのリスクが高くなります 

○中性脂肪１５０㎎/dl以上 
○LDLコレステロール１４０㎎/dl以上 
○HDLコレステロール４０㎎/dl未満 

脂質異常症 

動脈硬化の原因に！ 

肥満、高血圧、糖尿病、喫煙者の方は、動脈硬化 
を促進します！！ 
動脈硬化は、脳梗塞や心血管疾患などの原因になります 

肝臓がSOSを 
出しています 

BMI：25以上⇒肥満 

尿酸値：7.0以上⇒高尿酸血症 

血糖値：110㎎/dl以上 
尿糖：+ 
HbA1c：6.2以上 

「いつもと変わらない(数値が悪いまま)」 
「自分は、大丈夫」「仕方ないよ…」 

どこからか聞こえてきそうなセリフですが、本当にそ
のまま放置してていいのですか？ 
今回の健診結果をもう一度確認して、5年後10年後

も健康でいられるように、健診結果を見直してみま
しょう。 

健康管理センターでは、健康相談も行っていますの
で、是非一緒に健康について考えていきましょう。 
 

 

 
 

糖尿病予備軍 

健康管理センター便り 8月号 

体重が増
えている… 


